
北
海
道
観
光
の
展
開

旅
館
の
特
性
か
ら
み
た
観
光
情
報
の
伝
達

高
橋
伸
子

北海道観光の展開(高 橋)

、

は

じ
め

に

観
光
誘
致
を
地
方
興
し
の
政
策

の

一
つ
と
し
て
経
済

の
活
性
化
を
図
ろ
う

と
す
る
試
み
が
全
国
的
に
展
開
し
て

い
る
。
中
で
も
北
海
道
は
、
早
く
か
ら

観
光
を
基
幹
産
業
と
し
て
位
置
づ
け
、
道
内

の
各
市
町
村
が
関
連
産
業
と
共

に
観
光
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
き
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
全
道
的
取
り
組
み

の
結
実
と
し
て
、
近
年
で
は
外
国
人
観
光
客

の
来
道
者
数
が
増
加
傾
向
に
あ

る
。
外
国
人
観
光
客
に
限
ら
ず
、
観

光
客
は
観
光
資
源
に
関
す
る
情
報
に
基

づ

い
て
行
動
選
択
を
行
う
。
伝
達
さ

れ
る
情
報
の
内
容
は
顧
客

の
需
要
を
左

右
し
、
結
果
的
に
地
域
の
観
光
産
業
の
あ
り
方
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。

歴
史
的
に
み
れ
ば
、
明
治
期
に
開
拓
さ
れ
た
北
海
道
に
お
け
る
観
光
は
、

日
本

の
多
く
の
街
道
筋
か
ら
発
展
し
成
立
し
て
い

っ
た
有
名
観
光
地
と
は
、

そ

の
経
緯
が
異
な
る
。
北
海
道

の
観
光
は
、
そ

の
あ
り
方
を
行
政
が
牽
引
し

て
き
た
面
が
大
き
い
。
そ
の
相
違
は
、
観
光
産
業

の
中
で
も
中
核
と
捉
え
ら

れ
て
い
る
宿
泊
業
、
特
に
和
式

の
構
造

・
設
備
を
持

つ
こ
と
か
ら
日
本
独
自

と
さ
れ
る
旅
館

の
あ
り
か
た
に
み
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
観
光
客
に
伝
達
さ
れ

た
情
報
、
そ
の
結
果
で
あ
る
行
動
選
択
と
無
関
係
と
は
い
え
な

い
。

こ
こ
で
は
、
北
海
道

の
旅
館

の
特
徴
と
観
光

の
展
開
と
の
関
連
、
ま
た
同

様
な
展
開
が
み
ら
れ
た
沖
縄

の
観
光
開
発
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

共
通
す
る
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
で
伝
達
さ
れ
た
情
報
、
そ
れ
が
旅
館

を
含
む
宿
泊
施
設
の
形
成
に
ど
う
影
響
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た

街
道
筋
か
ら
発
展
し
て
き
た
観
光
地

の
例
と
し
て
、
箱
根
を
取
り
上
げ
、
北

海
道

・
沖
縄
と

の
相
違
点
、
旅
館

の
あ
り
か
た

の
違
い
を
検
討
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
そ
の
原
因
を
観
光
情
報
と
の
関
連
を
踏
ま
え
て
特
定
す
る
。
そ

の

上

で
、
新
た
な
展
開
が
み
ら
れ
る
北
海
道

の
観
光
、
そ
れ
が
旅
館
を
含
む
宿
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泊
施
設
に
与
え
る
影
響
を
検
討
し
、
情
報
の
あ
り
方
と
、
観
光
、
宿
泊
施
設

の
展
開
と
の
関
連
を
考
察
す
る
。

二
、

北
海

道

の
旅
館

の
現

状

北
海
道

の
観
光
旅
館

の
現
状
に

つ
い
て
、
統
計
資
料
か
ら
明
ら
か
に
し
て

い
き
た
い
。

ま
ず
、
規
模
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
表
1
は
平
成

=
二
年
度
末

の
国
際
観

光
ホ
テ
ル
整
備
法
に
よ
り
政
府
登
録
さ
れ
て
い
る
ホ
テ
ル

・
旅
館

の
状
況
を

表
し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は

一
軒
あ
た
り
の
客
室
数
か
ら
旅
館
の
規
模

の
相

違
を
み
て
い
き
た

い
。
ホ
テ
ル
で
は
、
北
海
道
が

一
軒
当
た
り
約

一
七
〇
室

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
全
国
の
平
均

は

一
軒
あ
た
り

一
八

一
室
と
な

っ
て
お

り
、
そ
れ
ほ
ど
の
相
違
は
み
ら
れ
な

い
。

一
方
、
旅
館
に

つ
い
て
は
、
北
海

道
が

一
軒
あ
た
り
約

一
四
七
室
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
全
国
平
均
は

一
軒
あ

た
り
五
八
室
と
な

っ
て
お
り
、
北
海
道

の
旅
館
は
全
国
平
均
と
比
し
て
約
三

倍
ほ
ど
の
規
模
と
な

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
北
海
道

の
旅
館
は
規
模
が
大

き
い
と
い
う
こ
と
が

い
え
る
。

表
2
は
全
国
観
光
旅
館

の

一
室
あ
た
り
の
従
業
員
数
を
表
し
て
い
る
が
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
北
海
道
は

一
室
あ
た

り
○

・
八
五
人
で
あ
り
、
全
国
平
均

の

一
・
二
七
人
よ
り
少
な
い
。
表
3
は

日
本
政
策
投
資
銀
行
北
海
道
支
店
が
独

自

に
行

っ
た
調
査
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
北
海
道
の
温
泉
旅
館

・
リ

表 窪 政府登録ホテル ・旅館の状況
ド厚 晒弾湘 膏 吊脳 腕吊丗蹟w吊 鞘 卅血曲曲 吊 甘卅 宀ザ削"臼 脳"冊 燃 「 　 m

承フル
ザ 甘 胃 一 翻 航"　 m晶 叮n

旅 館
卅 写几鴇wサA甘 鴇 吊鞘 竹}A…

黶録数 総客塩数 蕪準客寵数 墓準外各察隷
や

蚊容人饋数 登鎌数 緯客蜜数 墓準客蜜数藻;準外客室勢 収容入澱数

訖海道100 17,㈱1 Y5,847 1,239 2fl,841 9{� 14,�77
十

10,r53 3,42:i.i8,3ﾟ8

金探z,◎95 19�,98UI 且82,59婆 i6,396 323,3魍 z,vzo 117,453 89,696 2?,74i396,664

止海道経済部観光振興誤 靴 海道観光の櫞囎 就成1轡鰯 で22鋤 」、り

表2全 黶の一窒あたりの従業員数

全躅平均1 北海道 東北 訖睦 購紀 九州

1室 あたり従業員数 i.27; ◎.85

ウ=
1.151.521.46

胴需_""}_

弌

1.12

爲本 政策yZ資 銀 弩 北 海遵 支店 「北海 道 観 光の 今後 の 縫嵐 平歳13奪4月 よ 警

(http・/旨 囎.ctb,7901�!聡 Ωkkぞu(耄o/10(.擦ldaもa〆ipバ)工04/211t概1)

裘3ア ンケー トにみる従叢 員数
}

「}… 一 … ↑}W

l卜

1回答 数
i

… 鴇 ザ 岬}覧A吊 罕干

従業員について
唱唱"臨 … 吊 「

黨社員数 パー
イ

ト数
正縫員
の比率

パー ト7靆 あた1裳 あた
1

の比率 り正社員{り 総従業i
o

都毒ホテル}

ビジネ スホテル
132' 2,495 1,706 59.40覧 40。60麗0.38FO.641

i49 57a 659 46.60鴒 53.40%0.120.25

温 泉 旅 館 ・リ ゾー トホ.i
》

」 ・83
4,270 2,947 59.2◎ 髴 4◎.8α 垢0.39◎.66

公共宿泊施設 18 162 297 35.3◎ 騰 64.7◎ ラるO.351

合計 {172
」

(,502 5,609 57.2◎ 覧 42.80ﾟ'00.33.0.57

(1本敵:策投資銀行 牝海道支 膨 「北海通観 愛び)今後 の簾 攤」'葬戒13年 胡 よ り

(htt茎)://ﾟRYW,dbJ.客◎、JP/h◎1{kazda/1◎caldata/ip〆01(}荏!2html)
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北海道観光の展開(高 橋)

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の

一
室
あ
た
り
の
従
業
員
数
は
○

・
六
六
人
と
な

っ
て
お
り
、

表
2
よ
り
更
に
少
な

い
。

次
に
、
宿
泊
単
価
を
検
討
し
た
い
。
表
4
は
国
際
旅
館
連
盟
に
よ
る
調
査

で
、
旅
館
を
規
模
別
に
分
け

(大
規
模

百
室
以
上
、
中
規
模
三

一
～
九
九
室
、

小
規
模
三
〇
室
以
下
)
そ
れ
ぞ
れ
の
規
模

で
の
宿
泊
客

一
人
あ
た
り
の
売
上

を
示
し
て
い
る
。
グ
ラ
フ
ー
は
北
海
道
に
よ
る
調
査
で
同
じ
く
規
模
別
の
宿

泊
単
価
を
示
し
て
い
る
。
北
海
道

の
調
査

で
は
大
規
模
八
○
室
以
上
、
中
規

模
三
〇
～
七
九
室
、
小
規
模
二
九
室

以
下
と
な

っ
て
お
り
、
ま
た
、
両
調
査

の
調
査
年
度
に
も
ず
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
正
確
な
比
較

に
は
な
ら
な
い
が
、

目
安
と
し
て
み
て
い
く
と
北
海
道

で
は
ど
の
規
模
で
も
宿
泊
単
価
が
低
い
こ

と
、
ま
た
全
国
平
均

で
は
明
ら
か
に
小
規
模

の
旅
館
が
宿
泊
単
価
が
高
く
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
北
海
道
で
は
ど

の
規
模

で
も
宿
泊
単
価
が
そ
れ
ほ
ど

変
わ
ら
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。

表

5
で
は
観
光
地
の
ホ
テ
ル

・
旅
館

の
売
上
高
を
百
%
と
し
た
場
合

の
利

益
率
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
黒
字
企
業
を
比
較
し
て
み
る
と
、
北
海
道

の

観
光
地
の
ホ
テ
ル

・
旅
館
は
全
国
平
均
と
比
べ
て
営
業
利
益
率
の
段
階
で
平

成

=
二
年
度
は
約
六
%
、
平
成

一
四
年
度

は
約
四
%
低
く
、
ま
た
経
常
利
益

の
轂
階

で
は
平
成

=
二
年
度
で
七
%
、
平
成

一
四
年
度

で
は
三
%
低
く
な

っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
か
ら
北
海
道

の
観
光
旅
館

の
特
徴
は
、
規
模
を
武
器
と
し
た
能
率
型

の
経
営

で
あ
る
と
ま
と
め
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、

一
単
位
あ
た
り

表4宿 滌客一人蜜たり売上げ

年度 大旅館 申族館 小旅館
199圭: 22,945

22,soz

聿零,、138、

21,143

2護,97壌

23,943

23,630
」n

23,1畦8、

25,873

23,604

1997

1998
"」nnnr「 」∬'

1999・

2◎◎0

2◎,89鏤
"n}、 、r」」n、」」」r

20,503

18,981

n」} 、20芝,瑯_

20,4絡

19,596

19a85謬ZOO1 18952

ド

客1入
嶺たり

宿泊料-

売上げ

199!. 13,617 13,823" 尸叩 尸

ま婆,068、

15,579

17,091997' 韮5,374.

199 13,664

13,5tO

13,620 茎6,676 、

王5,775・

三8,818

1昼, .卿1

2免379

2,36鏖 ・

1999: 三3,436

20�0

建◎01

12,397・

12,616

阜

12,7護2

13,263

Lヒ 巾巾

客1人

靄 た り

飲 食:料 』

売.『.1:二げ1

客1人 …

当 た り

亮 唐 亮1

...ヒげ

1991
r巾ゴ由 巾r"ゴ

圭997,

2,26◎i
「 ヒ巾ヒゴ

2,18◎1

2,2無 、

1,755

1998

1999
三.,β弼

1,711i

;』
圭β 雛 .、

i,7喚 ◎

2,◎85㌔

1,681'

200
早
1,561. 1,606

㍗ 卅卅
1,581

2◎◎1

欝9王:

1,4Ei9:

2,174:

1,567:

1,6婆7

吊 吊F

圭,543

ま,◎?3

1997、 1,98各 1,娼 荏 938

1998, 2,010 1,33"r 999

9違3199 1,762 1,22◎ 、

nOOO 1,614
τ-

1,7◎7

1,23r

le246、

1,ﾟ58

r,.輿

3,393

1,4Q&

ρ

zoal

客1入

当 た り

付 帯 そ 一一

の飽 粥

...1:=げ

1991 3,526: 2,717

197 2,293: 2,237

1998
晒

2,4ﾟ3' 2,021 1,918冖「…尸…愛

1999: 馨,薹65i 2,1(i;ﾟ 1β951

1,5曾o 、

1,腮s;

2Q◎◎・

201'

茎,.22萎

1,983.

層

2,
、.夥 、

�,.灘 、.

不 翻,纛鑑 竃 ・二辷 塞 騨轟1毒1'ホ テ ノレ・旅館 鏤§静 レ冫まぐ㌧・一ト」

(http:ﾎﾎ`NiYIS.richi.co.」 鋒ノY't'i2tﾉ711室ゾ}1◎tei.ひδの

の
利
益
率
は
必
ず
し
も
高
く
な

い
が
、
多
売
に
よ

っ
て
利
益
を

あ
げ
て
い
く
資
本
回
転
率
型
、
ま
た
は
薄
利
多
売
型
と
も
い
わ

れ
る
経
営
で
あ
る
。
高
度
成
長
期
以
降
の
日
本
で
は
、
北
海
道

に
限
ら
ず
、
観
光
に
お
い
て
も
大
量
消
費
を
そ
の
焦
点
と
し
て

開
発
が
進
め
ら
れ
た
た
め
に
、
全
国
的
に
団
体
受
け
入
れ
を
目

的
と
し
た
宿
泊
施
設
の
軒
数
は
多

い
。
し
か
し
統
計
数
値
で
み

る
と
、
北
海
道
は
際
立

っ
て
こ
の
型
の
経
営
が
多

い
と
い
え
る
。

能
率
型

の
経
営
を
旅
館
に
当

て
は
め
た
場
合
、
客
室

の
使
用

状
況
を
表
す
客
室
稼
働
率
を
高
く
保

つ
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

客
室
稼
働
率
は
使
用
し
た
客
室
数
を
使
用
が
可
能
で
あ
る
客
室
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数
で
割

っ
て
算
出
す
る
。
施
設
稼
動

に
対
す
る
物
理
的
指
標
で
あ
る
客
室
稼

働
率
が
低
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
経
営

効
率
が
悪
い
こ
と
に
な
る
。
北
海
道

の

調
査

で
、
観
光
地
宿
泊
施
設

の
経
営
者
が
経
営
上

の
問
題
点
と
七
て
あ
げ
て

い
る
事
項
を
グ
ラ
フ
2
で
み
て
い
く
と
、
最
も
多
い
の
が
資
金
繰
り
で
あ
り
、

客
室
稼
働
率
、
客
単
価

の
問
題
も
大

き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
施
設

の
老
朽
化
も
上
位
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
施
設

の
規
模
を
武
器

と
し
て
安

い
単
価
で
販
売
し
、
資
産

の
回
転
率
を
上
げ
る
こ
と
に
よ

っ
て
利

益
を
あ
げ

る
と
い
う
経
営
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い
な

い
状
況
に
あ
る
と

い

え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
北
海
道

の
観
光
地

に
お
け
る
旅
館
を
主
と
す
る
宿
泊
施
設

の
経
営
は
能
率
型
が
主
流
を
占
め
、
ま
た
現
在
は
そ
の
経
営

シ
ス
テ
ム
が
機

能
し
て
い
な

い
こ
と
の
原
因
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
の
北
海
道
観
光
の
展
開

を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
考
察
し
て
い
き
た
い
。

三
、
北
海
道
観
光

の
展
開

北
海
道
観
光
の
歴
史
的
展
開
に

つ
い
て
は
、
『
北
海
道
産
業
史
』
に
所
収

さ
れ
て
い
る
佐
藤
郁
夫
教
授

の

「観

光

・
ホ
テ
ル
業
」
に
詳
し
い
。
以
下
で

は
そ
れ
に
依
拠
し
て
年
代
毎

の
特
徴

を
ま
と
め
、
そ
の
変
遷
が
ど
の
よ
う
に

旅
館
の
現
状
に
繋
が

っ
て
行

っ
た
の
か
を
確
認
す
る
。

観
光
地
と
し
て
発
展
す
る
た
め
の
前
提
条
件
は
、
交
通
基
盤
が
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
戦
前
期

の
北
海
道
も
、
交
通
の
整
備
に
伴
い
観
光
地

が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
函
館

の
湯

の
川
温
泉
は
幕
末
頃
か
ら
療
養
目
的
の

湯
治
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
大
正
二
年

(
一
九

=
二
)
に
湯
の
川

線
が
電
化
さ
れ
て
以
降
、
温
泉
街
と
し
て
発
達
し
た
。
同
じ
く
札
幌
市
か
ら

最
も
近

い
温
泉
街
で
あ
る
定
山
渓
温
泉
も
大
正
七
年

(
一
九

一
八
)

の
定
山

渓
鉄
道
開
通
、
ま
た
登
別
温
泉
に
お
い
て
も
大
正
七
年
に
登
別
温
泉
軌
道
会

社
が
蒸
気
機
関
車
を
導
入
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
発
展
し
て
い
る
。

国
が
経
済
政
策

の

一
環
と
し
て
全
国
的
に
観
光
振
興
を
図
り
は
じ
め
た
昭

和
初
期
に
は
、
北
海
道
は
そ
の
流
れ
に
の
っ
て
観
光
基
盤
を
整
備
し
て
い

っ

た
。
昭
和
九
年

(
一
九
三
四
)
に
旭
川
、
そ

の
後
函
館
市
、
札
幌
市
と
順
次

観
光
協
会
が
設
立
さ
れ
、
ま
た
外
国
人
の
宿
泊
を
可
能
と
し
た
札
幌
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
が
昭
和
九
年
に
営
業
開
始
し
て
い
る
。

戦
後
は
観
光
基
盤
整
備
に
関
わ
る
法
律
的
枠
組
み
が
制
定
さ
れ
、
北
海
道

で
も
開
発
計
画

の

一
環
と
し
て
観
光
振
興
策
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後

高
度
成
長
期
に
入
り
、
全
国
的
な
観
光
ブ
ー
ム
に
よ
り
観
光
が
大
衆
化
さ
れ

る
中
、
道
外
観
光
客
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
る
べ
く
、
具
体
的
な
振
興
策

が
北
海
道
知
事

の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
北
海
道
観
光
審
議
会
に
よ

り
策
定
さ
れ
た
。
陸

・
空

・
海

の
交
通
網
が
整
備
さ
れ
、
昭
和
四
六
年

(
一

九
七

一
)
か
ら
の
爆
発
的
な
観
光
ブ
ー
ム
、
ま
た
昭
和
四
七
年

(
一
九
七
二
)

札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
に
の
っ
て
来
道
者
数
は
急
増

し
、
そ
れ
に

伴
い
受
け
入
れ
先
で
あ
る
宿
泊
施
設
も
増
加
し
て
い
っ
た
。

こ
の
時
代
は
政
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策
主
導
に
よ
り
、
交
通
網
を
主
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
が
整
備

さ
れ
、
受
け
入
れ
先
と
し
て
の
施
設

の
需
要
が
急
激
に
高
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
内
容
よ
り
も
箱
物
と
し
て
の
施

設
の
整
備
が
急
が
れ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
、
北
海
道
経
済

の
基
幹
産
業
で
あ

っ
た
重
厚
長
大
産
業
は
オ
イ
ル

シ
ヨ
ッ
ク
に
よ
り
深
刻
な
打
撃
を
受

け
、
第

一
次
産
業
も
伸
び
悩
む
中
、
観

光
業

の
重
要
性
が
増
加
し
て
い

っ
た
。
昭
和
五
六
年

(
一
九
八

一
)
に
北
海

道
が
策
定
し
た

「北
海
道
観
光
圏
別
整
備
基
本
計
画
I
I
魅
力
あ
る
広
域
観

光
地
域

の
創
出
を
め
ざ
し
て
」
で
は
、
行
政
主
導
の
滞
在
型
、
レ
ク
リ

エ
ー

シ
ヨ
ン
型
観
光
業
の
育
成
を
め
ざ
す
政
策
を
打
ち
出
し
た

一
方
で
、
民
間
で

は
占
冠
村
、
新
得
町
、
留
寿
都
な
ど

の
過
疎
地

の
再
開
発
と
し
て
ス
キ
ー
リ

ゾ
ー
ト
が
建
設
さ
れ
た
。

バ
ブ

ル
経
済
期
に
は
昭
和
六
二
年

(
一
九
人
七
)
に
総
合
保
養
地
域
整
備

法

(通
称
リ
ゾ
ー
ト
法
)
が
施
行
さ

れ
、
全
国
的
に
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
進
む

中
、
北
海
道
で
策
定
さ
れ
た
新
長
期
総
合
計
画
に
お
い
て
も

「国
際
リ
ゾ
ー
ト

連
担
都
市
」
が
戦
略
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
進
ん
で
い
た
占

冠
村

ア
ル
フ
ァ
ト

マ
ム
、
新
得
町
サ

ホ

ロ
リ
ゾ
ー
ト
に
加
え
て
、
赤
井
川
村

キ

ロ
ロ

・
リ
ゾ
ー
ト
も
大
規
模
リ
ゾ

ー
ト
開
発
と
し
て
展
開
さ
れ
、
巨
大

レ

ジ
ャ
ー
施
設
、
高
級
ホ
テ
ル
の
建
設
も
進
ん
だ
。

バ
ブ

ル
崩
壊
後
の

一
九
九
〇
年
代

に
は
、
全
国
的
に
観
光
業

の
経
営
が
悪

化
し
た
が
、
中
で
も
大
規
模
開
発
が
増

発
し
た
北
海
道
は
大
打
撃
を
受
け
た
。

結
果
的
に
は
供
給
過
剰
と
な

っ
た
ホ

テ
ル
、
旅
館
は
、
不
況

の
長
期
化
を
受

け
た
観
光
の

「安

・
近

・
短
」
志
向
、
ま
た

】
方

で
は
割
安
な
海
外
旅
行
と

の
競
合
に
よ
つ
て
価
格
競
争
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

以
上
み
て
き
た
北
海
道
観
光
の
現
在
ま
で
の
展
開
を
ま
と
め
る
と
、
戦
前

期
か
ら
昭
和
初
期
は
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
期
、
主
に
交
通
網
の
整
備
期
間

で
あ

つ
た
。
基
幹
産
業
に
す
る
た
め
の
観
光
振
興
策
は
交
通
機
関
の
整
備
と
不
可

分
の
関
係
に
あ
り
、
当
然
そ
れ
に
は
資
本
力
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
。
交
通

網
整
備
主
体

で
あ
る
資
本
は
、
観
光
客

の
流
入
に
よ
り

一
定
の
収
益
が
見
込

め
る
。
後
で
検
討
す
る
箱
根
の
開
発
で
も
、

一
定
の
収
益
が
見
込
め
る
交
通

網
の
整
備
の
実
権
が
争
わ
れ
て
い
る
。

つ
づ
く
、
戦
後
か
ら
バ
ブ

ル
期
に
か

け
て
は
、
行
政
主
導
型
で
観
光
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
観
光
客
の
主
体
的
な

二
ー
ズ
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
行
政
、
ま
た
先
に
整
備
さ
れ
た
交
通
網
資

本
に
よ
る

「宣
伝
誘
致
活
動
」
か
ら
誘
発
さ
れ
た

ニ
ー
ズ
、

つ
ま
り
輸
送
さ

れ
た
観
光
客
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
る
こ
と
が
先
決
と
な

っ
て
い

っ
た
こ

と
に
な
る
。
行
政
、
交
通
網
資
本
主
体
の
宣
伝
が
観
光
資
源
情
報
の
伝
達
と

な

っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
行
政
、
交
通
網
資
本
の
目
的
は

一
定
量

の
観

光
客
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
広
大
な
北
海
道
を

「自
然
豊
か

な
北
海
道
」
と
し
て
総
括
し
て
お
り
、
各
地
域

の
個
性
を
汲
み
上
げ
た
情
報

・伝
達
で
は
な
か

っ
た
。
結
果
的
に
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
施
設
の
整
備
だ
け

に
頼

っ
た
北
海
道
観
光
が
展
開
し
て
い

っ
た
。
バ
ブ

ル
崩
壊
以
降
は
、
そ
の

よ
う
な
行
政
主
導
型
観
光
が
行
き
詰
ま
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
能
率
型
の
経
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営
が
機
能
せ
ず
価
格
競
争
に
陥
り
、

厳
し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

旅
館

の
現
状
が
み
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
行
政
主
導
型
の
観
光
開
発
と
宿
泊
施
設

こ
こ
で
は
北
海
道
と
同
様
の
行
政
主
導
型
観
光
開
発
が
宿
泊
施
設
に
も
た

ら
し
た
影
響
を
沖
縄
の
例
で
み
て
い
き
た
い
。
沖
縄
観
光
も
北
海
道
と
同
様

の
経
緯
を
辿

っ
て
き
て
い
る
が
、

一
九
七
二
年
の
返
還
以
降
に
急
速
に
展
開

し
て
き
た
た
め
、
あ
る
意
味
で
は
北
海
道

の
宿
泊
施
設
に
み
ら
れ
る
状
況
が

一
層
増
幅
さ
れ
て
現
れ
て
き
て
い
る
。

昭
和
四
七

(
一
九
七
二
)
年
に
日
本
の
施
政
権
下
に
な

っ
た
沖
縄
で
は
、

ま
ず
本
土
と
の
所
得
格
差
の
是
正
と
自
立
的
発
展
の
基
盤
整
備
が
目
指
さ
れ
、

十
年
計
画
の
沖
縄
振
興
開
発
計
画
が
策
定
さ
れ
た
が
、
当
初
期
待
さ
れ
て
い

た
本
土
企
業

の
進
出
は
な
く
、
沖
縄
経
済
を
さ
さ
え
た
の
は
公
共
投
資
で
あ

り
、
結
果
的
に
社
会
資
本

の
整
備
が
進
ん
だ
。
財
政
依
存
型

の
経
済
を
抜
け

出
し
、
自
立
す
る
た
め
の
基
幹
産
業
が
求
め
ら
れ
た
が
、
急
成
長
し
た
の
が

本
土
復
帰
後
、
急
速
に
伸
び
た
観
光
産
業
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
五
〇
年

(
一
九
七
五
)
に
開
催
さ
れ
た
国
際
イ
ベ
ン
ト
の
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
に

よ
り
観
光
客
は
倍
増
し
た
。

続
い
て
策
定
さ
れ
た
第

二
次
振
興
開
発
計
画
で
は
、
そ
の
後
期
五
力
年
の

課
題
と
展
望
を
ま
と
め
た
中

で
、
温
暖
な
海
洋
性
気
候
と
地
理
的
優
位
性
を

生
か
し
た
滞
在
型
、
保
養
型
観
光

の
形
成
を
図
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
昭
和
六
二

(
一
九
八
七
)
年
に
国
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
「第
四
次
全
国

総
合
開
発
計
画
」
に
お
い
て
、

一
つ
の
圏
域
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
沖
縄
で

海
洋
性

の
国
際
的
規
模

の
リ
ゾ
ー
ト
を
形
成
す
る
方
向
付
け
を
示
し
た
も

の

と
軌
を

一
に
し
て
い
る
。
そ
の
方
向
を
具
体
化
し
た
の
が
平
成

二

(
一
九
九

〇
)
年
に
策
定
さ
れ
た
「リ
ゾ
ー
ト
沖
縄

マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
で
あ
る
。

こ
こ

で
は
、
沖
縄
全
体
を

一
つ
の
総
合
リ
ゾ
ー
ト
の
開
発
可
能
適
地
と
位
置
付
け
、

各
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
全
域
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
通
し
て
、
沖
縄
ス

ー
パ
ー

・
メ
ガ
リ
ゾ
ー
ト
の
形
成
を
目
指
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
の
行
政
に
よ
る
開
発
計
画
に
伴

い
、
交
通
網
を
始
め
と
す
る
観
光

基
盤
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
五
二
年

(
一
九
七
七
)
に
実

施
さ
れ
た
包
括
割
引
運
賃
制
度
に
よ
る
団
体
パ

ッ
ク
旅
行

の
普
及
を
受
け
、

日
本
航
空
、
全
日
空
な
ど
航
空
キ
ャ
リ
ア
に
よ
り
沖
縄
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始

ま

っ
て
い
る
。
受
け
入
れ
先
で
あ
る
宿
泊
施
設
は
、
主
に
航
空
キ
ャ
リ
ア
を

始
め
と
す
る
本
土
資
本
に
よ
り
創
設
さ
れ
て
い
る
。
沖
縄

の
観
光
は
こ
の
よ

う
な
経
緯
か
ら
、
本
土
の
大
手
旅
行

工
ー
ジ

ェ
ン
ト
依
存

の
集
客
と
航
空
キ

ャ
リ
ア
主
導

の
販
売
戦
略
に
よ

っ
て
発
展
し
て
き
て

い
る
。
結
果
的
に
宿
泊

施
設
は
、
薄
利
多
売
、
す
な
わ
ち
北
海
道
と
同
様
の
能
率
型

の
経
営
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。

沖
縄
で
は
、
行
政

の
政
策
が
主
導
し
、
航
空
キ

ャ
リ
ア
を
始
め
と
す
る
本

土
資
本

の
宣
伝
誘
致
活
動
に
よ
り
観
光
資
源
が
周
知
さ
れ
た
。
周
知
さ
れ
た
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観
光
資
源
と
は
、
宣
伝
文
句
と
し
て
集
約
さ
れ
た

「青

い
空

・
青
い
海
」
で

あ
り
、
こ
こ
か
ら
誘
発
さ
れ
た
消
費

者
の
二
i
ズ
が
、
海
辺
に
展
開
し
た
大

規
模
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
開
発
を
進

め
た

の
で
あ
る
。
沖
縄
で
も
独
自

の
地

域
観
光
資
源

の
伝
達
で
は
な
く
、

一
定
量
の
観
光
客

の
流
入
を
狙

っ
た
集
約

さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
徹
底
し
た
結
果
、
受
け
入
れ
先
と
し
て
の
大
規
模
宿
泊

設
備
が
急
増
し
た
と
い
う
経
緯
は
北
海
道
と
同
様
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
さ

ら
に
問
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
大
規
模
宿
泊
施
設
は
ほ
と
ん
ど
本
土

の
大
手
資
本
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
宿

泊
施
設
が
海
沿
い
に
あ
り
海
辺
が
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
元
住
民
は
経
済
的
に
も
環

境
的
に
も
疎
外
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

五
、
箱
根
観
光

の
展
開
と
旅
館

の
形
態

一
方
、
古
く
か
ら
形
成
さ
れ
て
き
た
観
光
地
で
は
、
現
代

の
観
光
開
発
は

ど

の
よ
う
に
進
み
、
宿
泊
施
設
に
は
ど
う
影
響
し
て
き
た
の
か
を
、
関
東
を

代
表
す
る
温
泉
地
で
あ
る
箱
根
を
ケ
ー

ス
と
し
て
み
て
い
き
た

い
。

江
戸
幕
府
に
よ
り
元
和
四
年

(
一
六

一
八
)
に
箱
根
宿
が
お
か
れ
、
小
田

原
、
三
島
か
ら
各
五
〇
軒
ず

つ
旅
籠
が
移
住
さ
せ
ら
れ
、
宿
場
町
と
し
て
栄

え
た
。
箱
根
は
、
旅
が
大
衆
化
し
た
江
戸
後
期
に
は
す
で
に
温
泉
地
と
し
て

繁
栄
し
て
お
り
、
箱
根
七
湯
と
箱
根
山
中

の
名
所

・
旧
跡
を
結
び

つ
け
た
詳

細
な
案
内
書
で
あ
る

『
七
湯

の
枝
折
』
が
文
化
八
年

(
一
八

一
一
)
に
書
か

れ
て
い
る
。
そ
の
箱
根
七
湯
の
中

で
、
高
級
旅
館
と
し
て
知
ら
れ
た
宮

ノ
下

温
泉

の
奈
良
屋

(
二
〇
〇

一
年
廃
業
)
、
芦
ノ
湯
の
松
坂
屋
本
店

(現
在
も
営

業
)
は
、
前
者
が
江
戸
中
期
、
後
者
は
寛
文
二
年
よ
り
営
業
し
て
い
る
老
舗

旅
館

で
あ

っ
た
。
幕
末

の
フ
ラ
ン
ス
人
の
旅
行
記

(
L

・
ド

・
ボ
ー
ヴ

オ
ワ

ー
ル

『
ジ

ャ
ポ
ン

一
八
六
七
年
』
有
隣
新
書
)
に
奈
良
屋

の
描
写
が
み
と
め

ら
れ
る
が
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
幕
末
に
は
箱
根
に
芸
者

の
よ
う
な
も

の
が
い
た

こ
と
が
み
と
め
ら
れ
、
当
地
で
の
旅
館
業

の
深
化
が
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、

明
治

一
一
年

(
一
八
七
八
)
に
は
箱
根
で
初
め
て
の
外
国
人
向
け
の
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
と
し
て
宮
ノ
下
の
富
士
屋
ホ
テ
ル
が
開
業
し
た
。

明
治
維
新
を
迎
え
、
宿
駅
制
度

の
廃
止
に
よ
り
宿
場
町
と
し
て
の
機
能
は

一
時
衰
え
た
が
、
箱
根
離
宮
の
造
営
を
契
機
と
し
て
再
び
温
泉
保
養
地
と
し

て
発
展
し
て
い
っ
た
。
箱
根
の
近
代
開
発
は
、
ま
ず
道
路
建
設
か
ら
始
ま

っ

て
い
る
。
明
治

=
二
年
か
ら
二
〇
年
に
か
け
て
主
要
な
道
路
を
建
設
、
そ
の

後
は
鉄
道

の
整
備
も
進

み
、
明
治
三
三
年
に
箱
根
湯
本
～
国
府
津
間

の
電
化

が
完
成
、
大
正
八
年
に
は
箱
根
湯
本
～
強
羅
間

の
登
山
鉄
道
が
開
通
し
て
い

る
。

こ
れ
と
平
行
し
て
土
地
開
発
が
進
め
ら
れ
、
箱
根
登
山
鉄
道

の
前
身

で

あ
る
小
田
原
電
気
鉄
道
は
、
別
荘
地
分
譲
を
明
治
時
代
に
開
始
し
て
い
る
。

戦
後
の
箱
根
の
交
通
網
は
、
定
期
路
線
バ
ス
、
ケ
ー
ブ

ル
カ
ー
、
芦
ノ
湖

の
水
上
交
通
、

ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
と
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
交
通
網

の
整

備
に
伴
う
覇
権
を
巡

っ
て
の
西
武
と
箱
根
登
山
鉄
道

(小
田
急
の
子
会
社
)

が
激
し
く
争

っ
た

「箱
根
山
戦
争
」
を
み
る
と
、
行
政
主
導
型
の
観
光
開
発
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と
は
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
箱
根

は
、
す
で
に
温
泉
保
養
地
と
し
て
確
立

し
て
お
り
、

一
定
の
観
光
客

の
需
要
が
あ

っ
た
。
交
通
網
の
覇
権
争

い
は
、

す
で
に
あ
る
需
要
を
奪

い
合
う
形
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

箱
根
に
は
明
治
二
九
年
に
設
立
さ
れ
た
箱
根
温
泉
旅
館
協
同
組
合
が
あ
る

(げ
ξ

ミ
耄

≦

『
艮

o
磊

-蔓
o
閃
き
●o
こ
づ
)
。

当

組

合

に

登

録

し

て

い

る

一
〇

九

軒

中
、
価
格
を
公
表
し
て
い
る
旅
館
は
八
四
軒
あ
る
が
、
グ
ラ
フ
3
は
そ
の
デ

ー
タ
に
よ
り
旅
館
の
規
模
別
割
合
と
各
規
模

の
平
均
単
価
を
示
し
て
い
る
。

各
規
模
は
国
際
観
光
連
盟
規
模
基
準

に
な
ら

っ
て
大
旅
館

一
〇
〇
室
以
上
、

中
旅
館
三
〇
～
九
九
室
、
小
旅
館

二
十
九
室
以
下
で
分
類
し
て
お
り
、
小
旅

館
が
全
体
の
五
〇
%
超
と
な

っ
て
い
る
。
平
均
価
格
は
各
旅
館
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る

一
泊

二
食

の
価
格
平
均
を
と

っ
て
い
る
が

(盆

暮
れ
正
月
な
ど
特
別
期
間
を
除
外
し
た

二
名
利
用

の
場
合

の

一
名
分

の
料

金
)
、
こ
れ
は
食
事
と
宿
泊

の
基
本
料

金
で
あ
り
特
別
期
間
は
除
外
し
て
い
る

た
め
、
実
際

の
消
費
単
価
よ
り
低

い
値

で
あ
る
こ
と
が
推
察

で
き
る
。
表
4

の
全
国
平
均

の
各
規
模
別
の
宿
泊
単
価
平
均
と
比
較
す
る
と
、
箱
根
の
旅
館

は
単
価
が
高

い
と

い
え
る
。
箱
根
の
旅
館
は
比
較
的
小
規
模
で
単
価
を
高
く

設
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
単
価
あ
た
り
の
利
幅

の
大
き
さ
に

よ
り
稼
ぐ
売
上
利
益
率
型
と
い
え
る
。
同
じ
宿
泊
機
能
に
、
何
ら
か
の
差
別

化
を
図
る
こ
と
で
価
値
を

つ
け
る
戦
略
型

の
経
営
で
あ
る
。

旅
館
を
は
じ
め
と
す
る
宿
泊
施
設

の
経
営
は
、
北
海
道
、
沖
縄

で
規
模
を

生
か
し
た
能
率
型

の
経
営
が
主
流
で
あ
る

の
に
対
し
て
箱
根
は
戦
略
の
経
営

が
主
流
と
な

っ
て
い
る
が
、
交
通
網
の
整
備

の
時
期

の
ず
れ
、
ま
た
情
報
伝

達

の
あ
り
方
が

一
つ
の
要
因
で
あ
る
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

北
海
道
、
沖
縄
で
は
、
地
域
的
に
主
な
交
通
網
は
航
空
と
な
り
、
経
済
上

の
要
で
あ
る
観
光
振
興

の
た
め

に
安

い
航
空

コ
ス
ト
を
確
保
す

る
べ
く
大
量
輸
送
体
制
を
支
え

る
必
要
が
あ

り
、
観
光
情
報
は

そ

の
た
め
に

一
定
量
の
観
光
客

確
保
を
第

一
の
目
的

と
し
て
い

る
。

そ
の
よ
う
に
大
量
輸
送
さ

れ
た
観
光
客
の
受
け
入
れ
先
と

し
て
、
宿
泊
施
設
が
整
え
ら
れ

て
い
る
の
で
あ

る
。

一
方
箱
根

で
は
、
す

で
に
宿
泊
施
設
が
あ

り
、
そ
の
需
要
、
す
な
わ
ち
顧

客

の
ス
ム
ー
ズ
な
輸
送
を
充
足

す
る
た
め
に
近
代
的
な
交
通
網

が
整
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

観
光
情
報
は
地
域

の
観
光
資
源

を
前
面
に
だ
し
た
も
の
で
あ
る
。

北
海
道

・
沖
縄
と
箱
根
を
比
較



す
る
と
、
そ
の
土
地

の
観
光
産
業

の
主
体
が
交
通
網
を
握
る
資
本
で
あ
る
か
、

宿
泊
施
設
資
本
で
あ
る
か
が
相
違
し

て
い
る
と
い
え
る
。

六
、
北
海
道
観
光

の
新

た
な
展
開

バ
ブ

ル
経
済
崩
壊
後
の
日
本
全
国

の
各
観
光
地
は
、
不
況
と
消
費
者
の
多

様
化
、
観
光
嗜
好

の
転
換
に
よ
り
、

そ
れ
ま
で
の
展
開
を
再
考
し
、
新
た
な

取
り
組
み
を
行

っ
て
き
て
い
る
。
北
海
道

で
も
そ
れ
ま
で
の
観
光
振
興
の
反

省
に
立

っ
た
上
で
の
新

し
い
価
値
創

造

へ
の
取
り
組
み
が
、
行
政
、
地
域
、

企
業
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
問
わ
ず
様

々
な
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
て
い
る
霙
。

そ
の
よ
う
な
背
景
に
あ

っ
て
、
平
成

一
四
年
五
月
に
小
樽
市
の
朝
里
川
温

泉
に
オ
ー
プ

ン
し
た

「蔵
群
」
は
宿

泊
施
設
の
新

し
い
展
開
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。
蔵
群
の
オ
ー
ナ
ー
は
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で

「本
州

の
人
か
ら

『
北
海
道

に
は
本
物
の
旅
館
は
無

い
』
と
言
わ
れ
、
そ
れ
な
ら
自
分
で
作
ろ
う
と
思

っ

た
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
上
質
な
も
て
な
し
と
く

つ
ろ
げ
る
部
屋
と
い
う

コ
ン

セ
プ
ト
に
基
い
た
営
業
を
行

っ
て
い
る
。
蔵
群

の
概
要
を
み
て
い
く
と
、
施

設

・
設
備
に

つ
い
て
は
、

一
室
平
均

七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
客
室

一
九
室
、

客
室
に
個
別
に
対
応
す
る
食
事
専
用
個
室

一
九
室
と
な

っ
て
お
り
、
宴
会
室

は
設
け
て
い
な

い
。
サ
ー
ビ
ス
面
で
は
、
客
室
定
員
七
六
名
に
対
し
て
従
業

員
五
〇
名
と
な

っ
て
お
り
、

一
室
当

た
り
従
業
員
数
は
二

・
六
名
で
あ
る
。

料
金
も
独
自
の
設
定
を
し
て
お
り
、

飲
み
物
な
ど
を
含
め
た
オ
ー
ル
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ

シ
ス
テ
ム
、
ま
た
年
間
を
通
じ
て
同

一
料
金
で
、
二
名
利
用
の
場

合

一
名
あ
た
り
三
万
五
千
円
、
三
名
以
上
利
用
の
場
合
三
万
円
と
な

っ
て
い

る
。

こ
れ
は
箱
根

の
高
級
旅
館
と
同
様
の
売
上
利
益
率
型
、

つ
ま
り
戦
略
型

の
経
営
で
あ
る
。

現
状
で
は
多
い
と
い
え
る
能
率
型

の
旅
館
は
、
行
政
ま
た
は
大
資
本
か
ら

の

一
方
向
の
情
報
を
受
け
た
消
費
者

の
需
要
を
満
た
す
受
け
入
れ
先
と
な

っ

て
お
り
、
独
自
の
地
域
性
と
は
い
え
な
い

「北
海
道
」
と

い
う
土
地
の
属
性

に
頼

っ
た
経
営
で
あ
り
、
旅
館
自
体
は
情
報

の
発
信

・
受
信
か
ら
疎
外
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
旅
館

の
新
し
い
展
開
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
蔵

群
は
、
売
上
利
益
率
型
で
単
価
が
高

い
た
め
消
費
者
の
要
求

レ
ベ
ル
が
高
く
、

消
費
者

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
の
需
要
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
た
消
費
者
に

対
す
る
商
品

の
周
知
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
た
め
に
、
旅
館

・
消
費
者
間

双
方
向
の
情
報
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
前
者
を

一
方
向

の
情
報
に
よ
る

大
衆
誘
導
の
公
衆
化
さ
れ
た
観
光
と
す
れ
ば
、
後
者
は
、
需
給
双
方
で
情
報

を
共
有
す
る
私
的
な
観
光
と
い
え
る
。

巽
目
本
政
策
投
資
銀
行
に
よ
る
調
査
研
究

(『北
海
道
観
光
の
今
後
の
展
開
』
平
成
=
二年
三
月
)、

財
団
法
人
北
海
道
開
発
協
会
に
よ
る
調
査
研
究

(『生
活
み
な
お
し
型
観
光
を
め
ざ
し
て
』
平
成
一

五
年
七
月
)
な
ど
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
具
体
的
な
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
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む
す
び

旅
館
を
主
と
す
る
宿
泊
施
設
は
、

建
物
、
立
地
条
件
、
サ
ー
ビ
ス
、
料
理

と
い
う
内
容
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
商
品
で
あ
る
。
戦
略
型
の
経
営
を
行
う

旅
館
は
、
こ
れ
ら

の
特
定
内
容
も
し
く
は
組
み
合
わ
せ
に

つ
い
て
の
差
別
化

を
行

い
、
消
費
者
は
そ

の
差
別
化
さ

れ
た
商
品
を
選
択
し
て
い
る
。
北
海
道

で
戦
略
型

の
経
営
を
行

い
成
功
し
て
い
る
旅
館
は
蔵
群
よ
り
前
に
無
か
っ
た

わ
け

で
は
な
い
。
小
樽

の
銀
鱗
荘
は

昭
和

一
四
年
か
ら
営
業
し
て
い
る
老
舗

の
高
級
旅
館

で
あ
り
、
他
に
も
昭
和

四
六
年
に
創
業
さ
れ
た
定
山
渓
の
佳
松

御
苑

・
吉
兆
も
高
級
旅
館
と
し
て
評
価
が
高

い
。
前
者
は
観
光
地
小
樽
、
後

者
は
札
幌
か
ら
最
も
近

い
定
山
渓
温
泉
街
近
く
に
位
置
し
て
い
る
が
、
両
地

域
と
も
他

の
宿
泊
施
設
は
ほ
と
ん
ど

「規
模
を
武
器
と
し
た
経
営
」
と
な

つ

て
い
た
。

箱
根
で
は
風
光
明
媚
な
温
泉
地
と

い
う
観
光
情
報
、
そ
の
周
知
、
宿
泊
の

需
要
、
歴
史
的
に
基
盤
は
あ

っ
た
宿

泊
施
設
の
整
備
と

い
う
流
れ
で
発
展
し

て
き
て
お
り
、

い
わ
ば
箱
根
と
い
う

観
光
資
源

の
面
の
展
開

の
中
で
点
と
し

て
の
旅
館

の
差
別
化
が
深
化
し
て
き
た
と

い
え
る
。
そ
れ
に
比
し
て
北
海
道

に

つ
い
て
の
宿
泊
需
要
を
喚
起
す
る
消
費
者

の
認
識
は
、
行
政
ま
た
は
航
空

資
本
に
よ
る
誘
致
活
動
か
ら

の
情
報

に
よ
り
北
海
道
全
域
に
対
す
る
、
大
自

然
"
と

い
う
面
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
実
際
に
は
東
西
南
北
に
広
が
る
大
地

の
中

で
、
個

々
の
地
域

の
観
光
資
源
に
は
独
自

の
も

の
が
あ
る
。
北
海
道
と

い
う
広
大
な
面
に
対
す
る
需
要
に
合
わ
せ
た
宿
泊
施
設
の
展
開

の
中
で
は
、

差
別
化
は
行
わ
れ
に
く
か

つ
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
観
光
資
源
に

つ
い
て

の
情
報
が
、
宿
泊
施
設

の
あ
り
方
を
規
定
し
て
き
た
面
が
あ
る
と
い
え
る
。

と

こ
ろ
で
、
宿
泊
施
設
で
戦
略
型
の
経
営
を
行
う
と

い
う
こ
と
は
、
必
ず

し
も
高
級
旅
館
に
す
る
と
い
う

こ
と
で
は
な

い
。
規
模
に
頼
ら
ず
差
別
化
を

梃
子
と
し
た
利
益
率
型
経
営
を
可
能
と
す
る
宿
泊
施
設
と
い
う

こ
と
で
考
え

れ
ば
、
北
海
道
で
は
旅
館

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
ら
な
い
規
模
で
あ

っ
て
も
戦

略
型
経
営
を
行

っ
て
い
る
宿
泊
施
設
は
増
え

つ
つ
あ
る
。
小
樽
か
ら
車

で

一

時
間
ほ
ど
で
移
動
可
能
な
積
丹
半
島
は
、
日
本
海
に
面
し
た
勝
景
、
漁
獲
、

土
地
の
農
産
物
が
豊
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
生
か
し
他
と

の
差
別
化
を
図

っ
て
い
る
民
宿
、
小
規
模
旅
館
が
展
開
し
て
き

て
い
る
羹
。
観
光
地

の
老
舗

で
あ
る
箱
根
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
域
主
導
に
よ
り
地
元
の
文
化
を
総
合

し
、
建
物
、
立
地
条
件
、
サ
ー
ビ

ス
、
料
理
を
組
み
合
わ
せ
た
ホ

ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
の
思
想
の
実
現
が
宿
泊
施
設

の
戦
略
型
経
営
を
可
能
に
す

る
と
い
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

北
海
道

の
観
光
の
発
展
段
階
と
宿
泊
施
設
、
観
光
情
報

の
在
り
方
を
整
理

す
る
と
、
第

一
段
階
は
特
定
資
本
に
よ
る
開
発

で
観
光
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
の
整
備
が
行
わ
れ
、
小
規
模
民
宿
、
旅
館
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
資
本
に

よ
る
中
規
模
旅
館
、
ホ
テ
ル
な
ど
が
展
開
し
、
続
く
第

二
段
階
で
は
、
資
本

力
と
政
策
が

「公
衆
化
」さ
れ
た
旅
を
集
約
的
観
光
情
報
に
よ
り
誘
導
、
そ
こ
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か
ら
喚
起
さ
れ
た
需
要

の
受
け
入
れ
先
と
し
て
規
模
に
頼

っ
た
能
率
型
経
営

の
大
規
模
旅
館
、
ホ
テ
ル
が
急
増

し
た
。
こ
の
段
階
で
は
、
経
済
効
果
、
主

体
的
な
観
光
資
源
開
発
か
ら
は
地
元
は
疎
外
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
第
三

段
階
と
し
て
大
資
本
と
関
わ
ら
な
い
で
特
定

の
地
元
組
織
、
企
業
を
中
心
と

し
た
地
元
資
本
主
導

の
展
開
が
あ
り
、

こ
れ
が
地
域
主
導
に
よ
る
地
元
の
文

化
を
総
合
し
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
思
想
の
実
現
、
そ
の
情
報
発
信
に
繋
が

り
、
宿
泊
施
設
の
戦
略
型
経
営
を
可
能
に
し
て
い
く
。
「
現
在
北
海
道

の
各
地

域
で
行
わ
れ
て
い
る
観
光

の
あ
り
方

に

つ
い
て
の
様

々
な
取
り
組
み
は
、
こ

の
第
三
段
階

の
面

の
中
の
差
別
化
さ
れ
た
点
と
し
て
の
宿
泊
施
設

の
発
展
を

可
能
に
す
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

羹
海
辺
の
宿
運
上
屋

(積
丹
町
来
岸
)、
鱗
晃
荘

(積
丹
町
字
入
舸
町
)、
美
国
観
光
ハ
ゥ
ス
(美
国

町
)な
ど
い
ず
れ
も
部
屋
一
〇
室
以
下
で
価
格
は
近
隣
の
三
〇
～
六
〇
%
増
の
設
定
と
な
っ
て
い
る
。

・
中

小
企
業
金
融

公
庫

調
査
部

調
査

レ
ポ

ー
ト

「中

小
旅
館

の
現
状
と
今
後

の
対

応
策
」

二
〇
〇

一
年

・
朝

日
新

聞
社
編

『
歴
史

の
宿
七
〇

選
l
l

江
戸

・
明
治
を
た
ず
ね

る
』
朝

日
新
聞
社

、

一
九

八
九

年

・
永
井
弘

『
戦
後
観
光
開

発
史

』
技
報
堂

出
版

、

一
九
九

八
年

・
児

玉
幸

多

『
歴
史

街
道
ガ

イ
ド

東
海

道
五
十

三
次
を
歩

く
②

小
田
原
～
箱
根

～

府
中

(駿
府
)
』
講
談
社
、

一
九
九
九
年

付
記

本

稿
は
、

二
〇
〇

五
年

一
〇
月
提

出

の
も

の
に
、
基
本
的

な
内
容

は
変
え
ず
今

回
若
干

の
校

正
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
。

308

 

参
考

文
献

・
佐

藤
郁
夫

「観

光

・
ホ
テ

ル
業
」
大

沼
盛
男
編

著

『
北
海

道
産
業
史

』
北
海
道

大
学
図

書
刊
行

会
、

二
〇
〇

二
年

・
日
本

政
策
投
資
銀
行

北
海
道
支
店

『
北

海
道
観
光

の
今

後

の
展
開
』

二
〇
〇

一
年

・
㈱

た
く
ぎ

ん
総
合
研
究

所
調
査
部

『
北
海
道

観
光

の
研

究
』
㈱

た
く
ぎ
ん
総
合

研
究

所
、

一
九
八
八
年

・
長

谷
政
弘
編
著

『
観

光
ビ
ジ
ネ

ス
論
』

同
友
館
、

一
九

九
九
年

・
三
木
健

『
リ
ゾ
ー
ト

開
発

沖
縄

か
ら

の
報
告
』

三

一
書
房
、

一
九
九

〇
年


